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研究の全体概要 

申請者は最近、ペットボトル由来のポリエチレンテレフタレート (PET) を常温で解重合する技術

を開発した (Tanaka, S. et al. Green Chem. 2021, 23, 9412. 産総研プレスリリース 2021年 11月 8

日)。この手法では、PETを触媒、メタノール、炭酸ジメチル (DMC) を混合した溶液中で反応させる

ことで、室温であっても 90%近くの PETを解重合でき、高収率でモノマーであるテレフタル酸ジメチ

ル (DMT) を得ることができる。またエチレングリコール (EG) 由来の副生成物として炭酸エチレン 

(EC) を得ることができ、これは高純度化することでリチウムイオン二次電池用の電解液となる他、EG

に戻すことで PETの再重合に用いることもできる。本提案では、本技術を様々な形態のポリエステル

繊維へと適用することを目指す。なお、流通しているポリエステル繊維の大半は、ポリマーとしてはペ

ットボトルと同一の PETで構成されている。 

ポリエステル繊維への適用拡大にあたっての技術課題は以下の３つである。① ポリエステル繊維を

構成する結晶性 PETでも効率的に解重合できる反応開発、②染料や他種繊維 (綿、ポリウレタン etc) 

が存在しても活性を維持する触媒開発、③ 解重合後モノマーの高純度化、再重合を含めたプロセス開

発である。それぞれ、初年度では①、第二年度では②、最終年度では③について重点的に研究を進め

る。複合繊維を含む様々な形態のポリエステル繊維について、反応温度 50度以下、反応時間 3時間以

下で、高純度 DMTを 80%以上の収率で得ることができる技術の開発を進める。 
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